






































結果: SSTESによる体性感覚誘発脳磁界の第1波潜時は30.2 ±　0.8 (平均±標準偏差) msであ




電極(小)と電極(大)の知覚閤値はそれぞれ3.0 ± 0.9mAと6.2 ± 1.9mA(p<0.05)､痔痛
閤値は24.0 ± 10.3mAと43.2 ± 14.6mA(p<0.05)であり有意差をもって電極(大)の方が高い
値であった｡電極(小)の電流(弱)では反応が小さく等価電流双極子の信号強度は測定不能だっ
た｡電極(小)の電流(強)では10.3 ±　3.7nAm､電極(大)の電流(弱)では8.6 ±　2.OnAm､
電極(大)の電流(小の強)では13.2 ± 2.8nAm､電極(大)の電流(強)では19.7 ± 3.6nAm(p<0.05)
であり､電極(大)の電流(強)が全ての条件において有意差をもって最も信号強度が大きかった｡
SSTESの第1波の頂点潜時は電極(小)の電流(強)では30.4 ± 0.5ms､電極(大)の電流(弱)
























その結果は､ SSTESによる体性感覚誘発脳磁界の第1波の頂点潜時は30･2 ± 0･8mS､第2
波の頂点潜時は47.9 ± 2･9msであり､第1波および第2波の等価電流双極子は頭頂部の中心
溝付近に推定されたoこのことはSSTESにおいても一次体性感覚野由来の信号が測定できたこ
とを示すと思われた｡今回､様々な条件下でもSSTESによる体性感覚誘発脳磁界を計測するこ
とができ､大きい電極と強い刺激電流において最も強い信号強度を捉えることができたoこのこ
とはSSTESにおいても大きい電極と強い刺激電流がより効果的であると推測されたo低侵葬で
ぁる脳磁図はSSTESを含めた電気刺激療法の条件設定に有用であると思われたo
この研究はSSTESによる体性感覚誘発脳磁界を検討し､それに関する新たな知見が得られた
学問的に意義深い研究である｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認めるo
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